スマートな会議室でセマンティックWebに会う知的エージェント*
要旨
　我々はFIPAエージェント技術
，セマンティックWebオントロジー，論理推論，およびセキュリティとプライバシーポリシーの利用を調査するEasyMeetingと呼ばれる新しくスマートな会議室システムについて記述する．以前，我々が開発したユビキタスコンピュータシステムを基にしたEasyMeetingは，状況に応じたニーズに基づいて，会議参加者に関連のある情報とサービスを提供することができる．我々のシステムは，コンテキスト・ブローカー・アーキテクチャー(CoBrA)によって提供されるコンテキストアウェアのサポートを活用する．CoBrAの中核は，空間にあるすべてのコンピューティングエンティティーの文脈共有モデルを整備し，ユーザーによって定義されたプライバシーポリシーを施行する知的ブローカーエージェントである．我々は，CoBrAオントロジー，論理推論，およびプライバシー保護メカニズムの利用について記述し，イニシャルユーザー体験調査についても評価する．
１．はじめに
　ユビキタスコンピューティングは，我々の将来のライフスタイルに関するビジョンである．このビジョンでは，コンピュータシステムは我々の日常生活に継ぎ目なく統合され，我々のニーズを予想し，いつでもどこでも我々に関連のある情報とサービスを提供する．このビジョンに対するステップとして，我々はFIPAエージェント技術，セマンティックWebオントロジー，論理推論，およびセキュリティとプライバシーポリシーの利用を調査するEasyMeetingと呼ばれるスマートな会議室システムを開発した．本論文では，そのシステムの実装について記述し，ユーザー体験調査を評価する．
　スマートな会議室システムは，知的エージェント，サービス，デバイス，およびセンサーから成る共通の目的を持つコミュニティーで構成された分散システムである．その目的とは，状況に応じた状態(または文脈)に基づいて，会議参加者(例えば，講演者，聴衆，および主催者)に関連のある情報とサービスを提供することである．ある典型的スマートな会議室アプリケーションは，ホワイトボード上のフリーハンドスケッチを自動的にキャプチャーして索引を付けること，出席者に会うための支援を提供して位置を追跡すること，グラフィカルユーザーインターフェースでテレポートすること，および研究者のグループが会議の予定を変更して発表者を見つけることを支援することが含まれている．
　スマートな会議室システムの実現の鍵は，文脈の利用である．文脈とは，コンピューティングエンティティーまたは人の状況を特徴づけることができるあらゆる情報のことである．これまでの研究では，位置情報を文脈の重要な側面として見てきた．位置情報に加えて文脈の理解には，システム能力，提案されて求められるサービス，人々とコンピューティングエンティティーが従事している活動と仕事，および状況に応じた役割，信念，要望，および意図を記述する情報も含むべきであると我々は信じている．
　これまでの研究では，スマートな空間の構築に文脈の利用を示すことに成功したことがあるが，我々はコンテキストアウェア・エージェントのコミュニティーをサポートするアーキテクチャーを定義する際に，大きな難問が残されていると信じている．ある重大な研究課題では，文脈モデル，文脈推論，知識共有，およびユーザーのプライバシー保護が含まれている．これらの問題に対処するために，我々はコンテキスト・ブローカー・アーキテクチャー(CoBrA)と呼ばれるブローカーを中心とするエージェントアーキテクチャーを開発した．CoBrAの重要な特徴は，文脈推論をサポートし，文脈オントロジーを表すセマンティックWeb言語を使用すること，ユーザーの文脈情報の共有を制御するReiポリシー言語を使用することが含まれることである．EasyMeetingユーザー体験調査において，我々はコンテキストアウェア・サービスを提供するエージェントを助けるためにCoBrAの利用を示すことに成功した．
　この文書の後半は，以下のように構成されている．第2節では，EasyMeetingとその前身であるVigilを概観する．第3節では，CoBrAオントロジー，文脈推論，およびプライバシー保護を含むEasyMeetingをサポートするCoBrAの実装について記述する．我々は，第4節でユーザー体験調査を評価する．結論と今後の課題は，第5節で述べる．
* この業績は，DARPAのF30602-97-1-0215契約，ヒューレットパッカード，NSFの9875433アワード，およびNSFの0209001アワードによって部分的にサポートされたものである．





